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C o n t e n t s

キャンパス所在地MAP

「東北の地域経済発展を担うデータサイエンス人材育成事業」が
文部科学省「デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業」に

選定されました

東北学院大学の「東北の地域経済発展を担うデータサイエンス人材育成事業」は、文部科学省の「デジタルと掛け
るダブルメジャー大学院教育構築事業～Ｘプログラム～」の公募において、全国から選定された６校の中の１校とな
りました。

本事業にて、大学院経済学研究科経済学専攻にデータサイエンス系科目を組み込んだ「経済データサイエンスコー
ス」を設置構想中です。経済データサイエンスコースでは、経済学をベースに、データサイエンスの知識・スキルを
身に付けたうえで、地域経済の課題を取り上げて研究します。経済学で扱う個人・企業・政府の意思決定に関する知
識とデータサイエンスの分析手法を組み合わせることで、地域経済をより深く理解します。これにより、持続可能な
地域活性化の実現に貢献することを目的としています。

本事業では、（1）経済学とデータサイエンスの知識とスキルを持つ高度人材育成のための教育プログラム開発、
（2）地元経済界を支える企業・自治体が参加する経済学教育実施体制の構築、（3）地域経済界をテーマとする実践的
な演習の実施、（4）地域経済界から入学者を直接募集し地域に還元する枠組みおよびデータサイエンス人材が活躍で
きる土壌の構築の4つを行い、地域が必要とする高度人材を地域と協働で育成します。

2025年４月設置構想中。設置計画は予定であり、内容は今後変更になる可能性があります。

経済学研究科経済学専攻：経済データサイエンスコース（計画）

経済データサイエンスコース

経済学
研究科

事業連携機関

人間情報学
研究科

経済学の知識×データサイエンスのスキル
➡地域経済の課題を研究

宮城県中小企業同友会、仙台商工会議所、
宮城県情報サービス産業協会（MISA）、

仙台市、多賀城市　など

地域経済発展を担う
データサイエンス人材

教育プログラム
共同構築
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